
No.９：ラグナ州カシレファーマーズコープ

でのトレーニング 

 2007 年からベンゲット州で行っている活動とは別に、2013 年 12 月よりフィリピン国

内でベンゲット州以外の14州を対象に新しいプロジェクトがスタートし、林田俊哉君が

新プロジェクト現地調整員に就任しています。 

 

 現在ベンゲット州で活動している古屋君とは別の視点で、林田君からもフィリピン現

地の様子をレポートします。（平成 26 年度分） 

10 月に入り、プロジェクトオフィスがあるマニラも若干

気温が下がり、過ごしやすくなってきました。また、オ

フィスのあるマニラの街は早くもクリスマスムードが漂

ってきました。ちょっと早いのではとも思いますが、こ

れもフィリピンの文化なんですね。 

 

さて、今回はラグナ州の農家でSAVERS技術のトレー

ニングを行ってきました。この農家は私たちが7月にBSWM（農業省土壌水利局）と共

催したセミ ナーに参加しており、その後、自分たちで木酢製造施設を設置しています。

7 月以降、私も連絡を取っていましたが、9 月に訪問した際にその木酢製造施設を見 

て、行動の早さに私も驚きました。 

 

カシレファームの木酢製造施設 

 



その炭窯も自分たちで工夫してお

り、特に木酢をより多く抽出する

ための冷却装置は水をリサイク

ルできる仕組みを取り入れていま

す。水が貴重な地域ではこのアイ

デアは十分使えると思います 

 

木酢は抽出後、沈殿させてター

ル分を取り除かなければいけな

いため、まだ作物に使用してはい

ませんが、しばらくしたら使用して

いく予定です。コープの代表者で

あるジョジョ氏は非常に熱心で、今回のトレーニングも彼が私たちを招待してくれまし

た。 

 

ジョジョさんのリーダーシップのもと、周辺農家約30人が集まり、また町の農政課から

も農政課長がかけつけてくれました。短い時間でしたが、いいトレーニ ングが出来た

と思います。場所もマニラから近く、また木酢を使う時期がきたら訪問して、その後の

フォローアップをしていきたいと思っています。 

  

トレーニング風景 

プロジェクト開始から約11ヶ月が経ち、私たちの活動も少しずつ浸透してきたような手

ごたえを感じます。カシレファームのようにさらに次のステップへと進んでいくところが

出て来たことはプロジェクトスタッフとしてもとても嬉しいです。 

 

冷却水をリサイクルして使用 


